
セシル・シャープとアパラチア民謡
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1．アパラチアヘ出掛ける

　1916年7月23日のこと，50歳代後半のイギリス人男性が，神経炎や痛風や喘息な

どいくつかの持病を抱えながらも，ニューヨークから列車に乗って待ち兼ねたように

南部へ旅立った。助手として再度イギリスから呼び寄せたばかりの30歳前後の女性

が同行して，16日に起きた大洪水のため足止めと回り道で48時間の長旅のあと，よ

うやくノース・カ・ライナ州アッシュヴィル（Asheville）に到着，同地のジョンとオ

リーヴ・デイムのキャンベル夫妻（John　and　Olive　Dame　Campbe11）の出迎えを受

ける。それから2人は約2ヵ月の間，ノース・カロライナ州を中心に，テネシー州と

ヴァージニア州にも出掛けていき，南アパラチア山地で民謡採集旅行をおこなったの

である（1）。旅は初めから困難が予想されていた。現地の鉄道はあちこ．ちで不通，道路

は寸断されていた。馬車を乗り継ぎ，山道を歩き，丸木橋を渡り，河床を通って，よ

うやく当初の目的を達して，仕事の予定のあったシカゴに戻ったのは9月末のことで

あった（2》。

　これがセシル・シャープ（Cecil　J，Sharp，1859－1924）とモード・カーピリーズ

（Maud　Karpeles，1885－1976）にとってアパラチア民謡との初めての直接の出会いで

ある。採集旅行はこれで終わらずに，1916年の末から翌年の2月までイングランドに

一時帰国したあと，再びアメリカに戻り，1917年4月から10月まで，および1918年

4月から10月までさらに2度にわたってアパラチアに出掛けることになる。その期

間を合計すると12ヵ月に及び，その間実際の採集には46週間を費やした。南アパラ

チア山地のかなり広い地域を回り，ノース・カロライナ，ヴァージニア，ケンタッキ

ーにはそれぞれ3ヵ月半ほど，テネシーに1ヵ月，ウェスト・ヴァージニアには数日

間滞在して，主に小さな町村やセツルメント（r隣保館」なる訳語もある）を訪問して
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その数は70～80に及んだ。成果としては，281名の歌い手から，約500の歌（songs

and　ballads），異版（variants）を含むと合計で1612の旋律（tunes）を記録した〔3）。

シャープは生涯で5000近くの旋律を集め，そのうち約3分の1がアパラチアからで

あること（4）を考えると，これは経験を積んだ彼にとっても相当に集中的な採集旅行で

あったと思われる。

2．それまでの経緯

　シャープはイングランド民謡・民俗舞踊の権威であった。サマセット州などを中心

とする民謡収集をおこなって結果を1904年以降公表しており，1907年に出版された

『イングランド民謡論　　若干の結論（Eng傭h　FolたSoηgr　So規6Coη6」％s加s）』（5）は

初めての本格的な民謡論であった。また，一連のモリス・ダンス，カントリー・ダン

ス，ソード・ダンスの記録を1907年から刊行しており，アメリカ訪問以前にその大半

は世に出ていた。1911年にシャープが中心となって創設されたイングランド民俗舞

踊協会（English　Folk　Dance　Society）などを通じて彼は精力的に活動をおこない，

民俗舞踊の普及に努めていた。1910年代前半はむしろ民俗舞踊に入れ込んでいた（6）

といえよう。

　それならぱ，なぜ関心を急にアパラチアに向けたのであろうか。rオリーヴ・デイ

ム・キャンベルの勧めに従ってアメリカにやってきた」（7）と言われることがあるがこ

の評言は誤りであって，正確に言うとシャープはアパラチア民謡を求めてアメリカに

渡ったのではなかった。少なくとも，当初はアパラチアは彼の関心の外に置かれて

いた。シャープがルシタニア号（翌年にドイッ潜水艦によって撃沈されるイギリス

の客船）に乗って初めて渡米したのは，1914年12月，グランヴィル・バーカー

（Granville　Barker）の要請で『夏の夜の夢』のニューヨーク公演に同行してその演出

（特に劇中の音楽と舞踊）に協力するためであった。「第1次世界大戦のためにイギリ

スでの仕事を諦めざるをえなくなり，講演をするためにアメリカヘやってきた」（8》と

も言われているが，報酬はわずかであるにせよ表向きは劇の演出の手助けのためであ

り，講演の仕事のほうはアメリカに来てから探すことになる。すでにシャープが作曲

した劇用音楽は出版もされていた。翌1915年にリハーサルが終了すると，彼はニュ

ーヨrク，ボストン，ピソツバーグ，シカゴ，フィラデルフィア，ピッツフィールド

（マサチューセッツ州）で民俗舞踊の講演と指導の講習会をおこない（これは収入が大

きな目的でもあったが），イングランド民俗舞踊協会のアメリカ支部を設立する。4月
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から一旦イギリスに帰国するが，2ヵ月ほどでまたアメリカに戻り，さらに1年ほど

滞在し，メイン州エリオット（Eliot）で開かれたサマー・スクールなどを主催して指

導と講演を引き続いておこなう（この時カーピリーズもすぐ後から渡米する）。シャ

ープが初めて間接的ながらアパラチア民謡を知るのはこの頃であった。

　ことの始まりは次のとおりである。先述のジョン・キャンベルはラッセル・セイジ

財団（Russell　Sage　Foundation）の南部高地地区担当責任者（Director　of　the　South・

em　Highland　Division）を勤めており，キャンベル夫妻は同財団のレクリエーション

部門主任のウィリアム・チョーンシー・ラングドン（William　Chauncy　Langdon）と

知り合いであった。ある時ラングドンは，イングランドから演奏旅行に来ていたザ・

フラーズ（theFullers）というカルテットがイングランドのバラッドを歌うのを聞き，

そのあとで，彼らにジョンの妻オリーヴ・デイム・キャンベルが採譜したアパラチア

民謡を見せた◎メンバーの一人・ザリンド・フラー（Rosalind　Fuller）は，多くの歌

はr自分たちが歌っているドーセットとサマセットのものよりも純粋で古い」と言い，

幾つかを自分の以前の教師であったセシル・シャープに送ったのであった。シャープ

はそれを見て，早速採集者のキャンベルに会うことを望んだ。オリーヴ自身はそれま

でに225のバラッドを集め，その手稿を以前（1911年）に財団理事長のジョン・グレ

ン（John　Glem）に託していた。彼は出版の可能性を打診したが商業的出版には向か

ないとの反応を得ており，タフツ大学（オリーヴの母校）のリーオ・ルイス（Leo

Lewis）やハーヴァード大学のジョージ・ライマン・キトリッジ（George　Lyman

Kittredge）に送って意見を聞いたところ，両人ともその価値を認めたという（9）。しか

し公刊の機会がないままになっていたのであり（10），ちょうど折よく「セシル・シャー

プがアメリカにいることを聞き及んで，彼女［オリーヴ］はシャープの助力と関心を

求めてわざわざ南部からやってきた」（mのであった。

　6月の終わりころ，まだサマー・スクールの始まる前，シャープは痛風からくるひ

どい腰痛のため歩行も困難で，マサチューセッツ州リンカン（Lincoln）のストロウ

（Storrow）邸（夫人がシャープの民俗舞踊運動の熱心な後援老であった）で静養して

いた。そこへ採集した民謡を携えてオリーヴ・デイム・キャンベルが訪ねて来たので

ある。シャープは熱心に記録をながめ，採集方法などを尋ねた。歌を大まかに書き留

めて旋律を覚え，持ち帰ってピアノに合わせて記譜し，歌い手のところにまた出掛け

て照合するという方法は，記録としてはr非科学的だ」と評したものの，それまでい

かに多くの人々が彼のもとにrバラッド」を持ち込んできたのかを説明し，rほんとう

にオリジナルで価値のある資料に出会ったのはこれが初めてだ」（12）と述べた。
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　7月にシャープはキャンベルのコレクションを持って（13）カーピリーズといっしょ

にイギリスヘ帰る。妻の病，引っ越し，出版などあわただしさの中，シャープはアメ

リカに戻ることを考える。戦時により民俗舞踊運動が中断される恐れがあり，収入も

ままならぬ状態であった。さらに，何としてもアパラチアに行ってみたいという希望

があった。1915年8月付けの手紙で，シャープはキャンベルに助力を求めている。地

域と人々と資料に関するキャンベルの知識を評価し，自分は経験と音楽的・科学的知

識を提供できると言う。ヘンリー・シャピ・の言葉によるとr彼女は鉱山を所有して，

掘る作業は彼がする」（14）のである。具体的には，共同作業を行い，成果を両者の名で

刊行することを提案している。これに対して，キャンベルも願ってもない申し出と受

け取った（151。そこで資金のつてを探して，カーネギー財団の援助を期待したが，同財

団からの返事は来なかった〔16）。

　当てのないまま1916年2月に3度目の渡米をして，ニューヨークで講習・講演の

催しを企画する。じきに，収入をえるのに十分な仕事の契約（7月半ばまで）を結ぶこ

とができて，ピッツバーグやシンシナティなど各地に出掛ける。この間（春に）アッ

シュヴィルにも採集旅行の計画の相談のためキャンベルのもとに立ち寄っている。キ

ャンベル夫人のコレクションを再度点検し，独力でなしえた業績としては水準が高く，

彼女は「科学的かつ芸術的な精神を合わせ持った人」で後世に役立つ仕事をしている，

との感想を述べ，現状は急速に伝承を破壊しつつあるとの感を強くした〔17》。6週間に

わたる緊張が続く仕事と長い鉄道旅行が身体にこたえて，シャープは講習や事務連絡

の手助けをしてもらうためにカーピリーズをイングランドから呼び寄せる。1916年

はシェイクスピア没後300年に当たり催し物も多く，シャープにとって仕事は順調だ

った。パーシー・マカイ　（Percy　Mackaye）の劇『キャリバンの仮面（ル傭g％6げ

Cα励伽）』の中間劇はエリザベス朝のメイ・デイ祭りであり，シャープはその音楽を

作曲し舞踊の演出もした。この中間劇は各地で上演され，サマー・スクールが始まる

ころまで劇の仕事に追われた。ようやく準備ができてアパラチアに採集旅行に出掛け

るのは7月下旬になってからのことだった。

3．採集の現場で

　すでにイングランドでの経験が豊富であるとはいえ，交通の便の悪い見知らぬ土地

での調査であるし，年齢も若くはなく健康状態もよいとはいえない。それなのに，な

ぜに熱心に採集をおこなったのであろうか。一つには，シャープにとってアパラチア
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民謡は「外国」のものではなかった。調査開始当初に「彼らはまさにイングランドの

農民で，私にははっきりとしたアメリカ的特徴がないように思える。話し方も，歌い

方も，態度もイングランド風なのだ」〔18）と書き送っている。そこは故国ではすでに廃

れた文化が生き残っている土地であった。それが急激に変化を遂げようとしているこ

とを実際に目にし耳にして，すぐに調査採集をしなければ廃れてしまうという危機感

があった。文化は言語によって規定されるという信念からすると，言語の「古さ」は

明らかな証拠である。

　シャープはアパラチアの言葉（語彙・発音）は「アメリカではなくて（昔の）イン

グランドのものである」と言い，三人称単数代名詞hitがいまだに使われていること

を例に挙げる（m》。カーピリーズはそれに注を付けて，OE1）の最後の例として1586年

のエリザベス女王からの引用例を示す（2。》。彼女はこの事実を示しているだけであり，

r彼らはエリザベス朝の人間だ」とは言っていないが，アメリカ英語が発音・語彙のい

ずれも古い英語を継承しているのは常識であってアパラチア英語だけに見られる特徴

ではないにもかかわらず，暗示するところは明らかである。このような見解はシャー

プら独自のものではなく，たとえばチャールズ・モ・一・ウィルソンは『アトランテ

ィック・マンスリー』誌で「エリザベス朝のアメリカ」という論文を発表し，これは

タイトルそのものが示しているように，アパラチアとオーザークの言葉（そして文化）

がアメリカではなく昔のイングランド（イングランド人にとってはMerrie　England）

のものであることを主張したものである（21）。人によってはさらにチョーサーまで醐

り，ジョン・フォック冬・ジュニアなどは「南部山地の人の言葉を通してチョサーが

生きていた遠い過去にまで触れることもありうる」（22）ともいう。「アパラチア山地の

子供たちが読み書きを習い始めるころ，シェイクスピアに非常に顕著な好みを示すも

のだから，彼らが利用できるいかなる図書館にも必ずといってよいほど製本して備え

ておくのはシェイクスピアの作品集である」（23）との報告もある。だが，限られた語学

的特徴で言語の時代を決定しようとする誤謬は，子供たちにもすぐに理解できたよう

だ。1914年に地元ケンタッキー州ノット郡（Knott）の僻地にあるハインドマン・セ

ッルメント学校（Hindman　Settlement　School）では，実際に自然な「エリザベス朝」

の言語でのシェイクスピアの『夏の夜の夢』の上演を試みているが，パック役の7歳

の男の子はr僕たちの言葉で役をやらしてもらえたら，もっとうまく覚えられるのに」

と不平をもらしたという（23）。なお，シャープもカーピリーズも言葉が通じなかったと

いう報告はしていない。少なくともイングランドのr田舎」よりも苦労したというこ

とはないようで，さもなければ速記で歌詞を書き取ることはできなかったはずだ。
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　いずれにしても，イングランドからやってきた民謡採集者にとってアパラチアは自

然がゆたかなr楽園（paradise）」であって，人々はより自由な生活をしているがr100

年以上前のイングランド農民とまったく同じ」（24）である，との感想を述べている。シ

ャープがイングランドで収集を始めた（1903年）ころ，すでに民謡は流行歌謡に侵食

されて廃れかけているという思いを抱いていた。若い世代は民謡を好まないし，60歳

以下の人は民謡をほとんど知らない（25）との認識があった。イングランドではバラッ

ドの収集はあちらこちらに暮らしている古老を探し出して彼らから聞き出す作業であ

った。ところが，ここアパラチアでは老いも若きも歌い，「生まれて初めて，歌うこと

が話をすることと同じように一般的でほとんどすべての人々にまで行き渡っている地

域社会にいるのだ」と実感し，「この特別な芸術は毎日の生活の日常的な営みと絡み合

っている」ことを感じた。「絡み合っている」例として，歌い手が頼まれた歌を思い出

せずにrいま家に牛を追って帰るところならば，すぐに歌えるのだが」と述べたと，

シャープは報告する（26）。そうであっても，「本当のところは，シャープが発見した古

い歌はその地域特有のものではなかったし，世間一般に考えられているほどは孤立し

た地域でもなかった」（27）のであり，ましてrブリガドゥーン（Brigadoon）」（28）のよう

な世界に入り込んでいたのではない。

　しかし，「楽園」であるかぎり，もう一方では，「文明」ないしは都会文化の侵入を

こころよく思わなかった。1950年と1955年にアパラチアを再度訪れたカーピリーズ

はr悲しいかな，1916年から1918年にセシル・シャープと私が見いだした状況は持

続しなかった。その土地は切り開かれてしまい，道路が建設されて，蛇がラジオとレ

コードという姿をしてこのエデンの園に侵入してしまっていたのだ」（29）と述べた。こ

のような感慨は民俗学者や人類学者にしばしぱみられるので彼女たちに特有なもので

はないが，地元の人々あるいは彼らを支援してきた人たち（キャンベル夫妻を含めて）

の意識とは相いれないものがあったろう。民謡歌手ジーン・リッチー（Jean　Ritchie，

1922一）の祖父（Austin　Ritchie）はシャープの資料提供者の一人（No．172A：

“FarewellDearRosama”）であったが，リッチー家は1905年にシアーズ・・一バッ

ク社から蓄音機を購入していて，レコードからもいろいろな歌を覚えたという（30）。シ

ャープたちは蓄音機の存在を知らなかったようであるが，知っていたらどういう反応

を示しただろうか。

　ある興味深い出来事をカーピリーズは記している。1918年の調査のときに，シャー

プたちは「ドイツのスパイ」ではないかとのうわさが流れた。夕べの祈りのあとで会

衆が，2人は極めて怪しげな人物であって泉に毒を入れるなどという不将な行為を隠
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蔽するために民謡の収集をしているのだ，と話し合ったことを間接的に知らされ

た（31〉。第1次大戦中にシャープが宿泊する予定のホテルがドイツ兵収容所になった

（1917年6月）ことが引き金になったのであろうが，戦争中に民謡の採集に熱中して

いるということ自体も理解を越える行為であったのかもしれない。疑いが完全に晴れ

たのか否かはわからないが，いずれにしても，地元の人々が心の奥まで開いて協力し

たとは言い難い（32）。

　アパラチアは山地ではあっても独立戦争以前からさまざまな人々が生活をしてきた

ところで，宣教学校やセツルメント学校があちこちに建てられていた。一般には，文

明の恩恵に恵まれず，生活水準も「非常に低い」と考えられていた。だが，シャープ

は突如未開の僻地に単身で飛び込んでいったのではない。実際には長老派の宣教学校

などを「基地」にして，地元の人々に紹介をしてもらいながら，シャープは歌い手を

探し求め，歌を記録していったのである。すでにシャープよりも前から，民謡の採集

や調査は行われていた。アパラチアに関する1850年代から1922年に至る詳しい文献

リスト（33）によると，19世紀末から次第に民謡・音楽関係が増えてくる（ことに1917

年では，25件のうち12件という高率である）。多くは論文・報告記事などであるが，

単行書の形になったものにはHubert　Gibson　Shearin　and　Josiah　H．Combs，且

卵励欝げK6漁吻Fo漉So知g3（1911）l　LoraineWyman　and　Howard　Brockway，

五〇ηθso解（3　丁擁％6s』　Fo漉songs　φ　　孟hε　K6π！zκ々γ　〃oκn如ガ麗s　（1916）；　Josephine

McGill，FolゐSoηgsげ渉h6κ6窺鷹紗ルプo観翅郷（1917）がある。つまり，この地の

民謡収集は決してシャープが最初に始めたわけではなく，ちょうど盛んにおこなわれ

るころにシャープが登場したというのが真実である。ただ，多くは歌詞が中心で旋律

の記録についても信頼度が低かったので，それだけシャープの民謡集の水準の高さが

目立つのである。

　記録の方法は，歌を聞きながら，シャープが旋律を採譜し，カーピリーズが速記で

歌詞を書き取るというものであった（34》。録音機を利用しなかったのには3つの理由

がある。当時の録音機は山地を移動しながら運ぶには克服できない困難が伴うこ

と（35｝，機械を前にすると歌い手が緊張して自然な歌唱ができなくなってしまうこ

と（36），それに対象が器楽曲ではなくて無伴奏の歌であったことがあげられる。幸いな

ことにシャープは音楽家であったから，採譜に苦労はなかったし，書き取ったものを

その場で歌い手に見せたり，歌って「再生」したりした。

　歌い手は記録者が求めるものだけを提供した。たとえば，ジェーン・ヒックス・ジ

ェントリーからシャープは70の歌を記録し，そのうち40が民謡集に収められている
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が，たくさん知っていた聖歌（hymn）はほとんど記録されずに終わった（37）。シャープ

の民謡集をみると約半分がバラッドであるが，それはシャープがバラッドを求めてい

たからであって，アパラチアの民謡の半分がバラッドであることを意味しない。イギ

リス系の民謡を求めれば，アメリカ生まれの民謡は除かれてしまう。昔の民謡を求め

れぱ現に作られている民謡は見向きもされない。もちろん春歌（bawdy　song）の類い

も含まれていない。職業歌謡（occupational　song）とでもいうべき炭鉱生活に関する

歌もシャープの関心を引かなかった。昔の流行歌がいかに民謡化しようとも採録され

ない。器楽曲も採集の対象ではなく，それに合わせて歌われた歌謡も採録されていな

い。20年代から始まる商業録音（カントリー音楽の源流）がシャープの民謡集に直接

つながらずに，かなり大きな相違があるのは，こうした事情が背後にあるからである。

少なくともrすべての種類の歌謡を収集した」（38）とはとうてい言えない。この点をも

う少し詳しくみておこう。

　宗教歌謡に対して，民謡学者たちは相当に強い偏見を抱いていたようで，r民謡集」

にはあまり収録されないのがふつうである。きわめて強いロマン主義に支えられたこ

の時代（そして最近にいたるまで）の民謡観では多くの宗教歌謡を民謡とは認めてい

ない。ただし，初めてアメリカの民謡として認められたのが「黒人霊歌」であること

からすると，宗教性そのものが問題にされたのではない。ある種のアメリカの白人の

宗教歌謡を調査して民謡として取り扱ったのはジョージ・プレン・ジャクソンで，

r南部高地地方の白人霊歌』（1933），r初期アメリカのスピリチュアル民謡』（1937），

『東部沿岸地方の霊歌』（1943），『白人霊歌と黒人霊歌』（1944）（39）などの著作で宗教民

謡の存在を広く紹介したが，時代的背景からしてもシャープの関心は宗教歌謡に向け

られていない。「シャープが山地への旅行で収集しようとしなかった歌謡は宗教民謡

である」（ゆとまで言われている。正確さを期すると若干の宗教歌謡（5曲）を書き留

めているのでまったく無視してはいないが，宣教師（長老派か？）たちが教える聖歌

については「音楽的にも文学的にもがらくた（garbage）だ」（41》と言う態度と無関係で

はあるまい。また，ホーリネス派の人から“love－song”を聞き出すのに苦労した話を

伝えている（41）が，聞くべきだったのはホーリネス派（新興の教派だからシャープの好

みには合わなかったであろうが）とかオールド・レギュラー・バプティスト派の音

楽・歌謡そのものではなかったのか（42）。

　春歌（というより，多くは歌詞の一部のみに関係するが）を，歌詞を書き取ってい

る英国女性の前で（あるいは地元の女性がシャープに向かって）堂々と歌うわけはな

いし，別の機会にひとりシャープだけが聞いたか否かも疑わしいが，わざわざ求めな
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かったことは確かであろう。またたとえ記録したとしても出版の可能性はなかった

（ついでながら，アメリカで「狽褻図書」追放運動に生涯を捧げたアンソニー・カムス

トック（AnthonyComstock）が死んだのは1915年のことである）。しかし，イング

ランドにおいて収集された民謡では「品位に欠ける」歌詞も記録されており，民謡集

に収めるときには大幅に書き換えをおこなった（43）。歌詞を書き換えずにそのまま出

版することを前提とした採集であるならば，はじめから収集せずに存在そのものを認

めないことが一番簡単な対応であったのかもしれない。春歌を含まない民謡集（とい

うことは，ほとんどすべてである）はまず相当なふるいがかけられたり編集が行われ

たと見て差し支えがない，とも言われる。アパラチアの春歌はおそらくいまだに出版

されていないしはたしてまとまった記録があるのか否かも不明であるが，オーザーク

山地についての記録（翰を見ると，同程度は歌われていたと推定される。シャープは

何も語っていないし記録もないので，以上は推測にすぎないが，かなり当たっている

のではなかろうか。

　職業民謡が排除されていたわけではないが，シャープにその関心は弱かった。民謡

とはもっと牧歌的なものを指していたようで，ちょうどその頃編集していた民謡集で

は“folksongs　proper”1こ限定するとしてrキャ・ル，シー・シャンティー，子供のゲ

ーム，わらべうたなど」を排除している（45）。アメリカではジョン・A・ローマックス

のカウボーイ民謡の収集（46｝を初めとして職業民謡も対象としているが，シャープを

中心としたイングランドの民謡運動では職業民謡（特に労働者階級の民謡）は注目さ

れていなかった。こ・れに目を向けるのはロイドなどからである（47）。アパラチアの主

要な産業である石炭鉱業はシャープの「楽園」を破壊するものでもあったし，そこに

古いバラッドが残っているとも考えられなかったのであろう。シャープもカーピリー

ズも炭鉱地帯の話はしていないので，そもそも炭鉱地帯に行きたいという希望はなか

ったようである（48）。

　アパラチアの歌謡や音楽文化の全体像は初めから目標ではなかった。地元の人々の

好む歌や音楽をそのまま記録するつもりもなかった。カーピリーズは1950年に

“The　Little　Rosewood　Casket”についてrそれは民謡ではない。曲もよくない。40

年前にアパラチア山地にいたとき歌われていたが，わざわざ記録することはしなかっ

た」（49）と述べた。この歌が民謡と同じように伝承されてきたことは明らかであり，最

近のカントリー音楽でもレパートリーになっていると乙るをみるとr曲もよくない」

とは思われていないようだが（50〉，彼らの目標はr歌の伝承」という行為ではなくて

r古い（それもイングランド起源の）歌を記録すること」であった。また，楽器に対し
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ては，多くの民謡学者と同様に，シャープは音楽家でありながらほとんど注目してい

ない。ただし，楽器の伴奏による歌がまったく収録されていないとはいえない。

“The　Two　Brothers”（No．12B）の注において，ギター伴奏で歌われたので旋律に

和声的特徴があるのだろう（51》と推測している。ダルシマー（52）については言及してい

るが，カーピリーズは「家庭では全く見かけなかった」（53）という。この点についてチ

ャールズ・ジョイナーは，彼らが多くを見かけなかったのは「ダルシマーではなくて

バラッドとソングを探していたからである」（54）と言う。明らかにイギリス生まれの楽

器ではないこととも関係したのであろうか。すでに盛んであったと思われるストリン

グ・バンドについては全く報告がない（55）。

　さらに付け加えるなら，シャープとカーピリーズは黒人音楽についてほとんど何も

語っていない。「イングランド民謡集」であるから当然のこととも思えるが，聖歌とし

て挙げている5曲のうち3曲（“Simer・Man”，“Hold　On”，“Jacob7s　Ladder”）まで

が黒人起源かその影響を受けていることをさりげなく認めている（他にもソングの

“The　Crow　Fish　Man”，ジッグの“Eliza　Jane”など）。また，唯一聞いた器楽曲はジ

ッグであり，フィドルが「独特で風変わりな演奏」をする，機会があれば出版した

い（56）とも言っていたが，カーピリーズはrダンス曲の伴奏として演奏される器楽曲は

ほとんど価値がない」（57）として，出版は実現しなかった。バンジョーはフィドルとと

もにもっとも一般的な楽器であったが，これについても，他の収集者と同じく，シャ

ープは見向きもしていない。新しく導入された楽器であり伝承文化を破壊するものと

みなされたのかもしれない（58）。もしかすると黒人起源の楽器ということも絡んでい

る，と疑いたくもなる。つまり，純粋なアング・・サクソン文化を求める者としては，

バンジョー曲をとおして黒人音楽の影響を考慮することは避けなくてはならなかった

のであろうか。

4．アパラチア民謡の出版

　第1回目（1916年〉の採集結果はオリーヴ・デイム・キャンベル（筆頭著者）との

共著として，彼女が1907年から1910年にケンタッキーとジョージアで集めた32曲

（異版数42）を合わせて，122曲（異版数323）が1917年11月にr南アパラチア地方

からのイングランド民謡集（E箆4sh　FoJゐ　Song3方o窺　！h6So％∫hε7η　、4ρ餌」α・

6h加s）』（59）としてニューヨークのパトナム社から出版された。後の調査旅行も合わ

せた増補決定版は，シャープの死後カーピリーズが編集をして，シャープの単著（60〕と
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して1932年に同じタイトルで（61》オックスフォード大学出版局から2巻（1960年に1

巻本）で出版された。本文（索引を含む）は410＋428頁からなり，キャンベルの32曲

も含むが，ほぼ同種類の異版などを削除して総計274曲（異版数968）を収めており，

シャープの前著の序文（17頁）はそのまま残して，新たにカーピリーズの序（9頁）

と採集地の地図を付けたものである。なお，これには100頁ほどのr超」簡約版（62）が

あり，シャープとカーピリーズの共著として1968年に出版された。

　この他には，2冊だが，実質は同内容のアパラチア民謡集（・4耀ガ侃n五％8傭hEoJた一

Son8s，1918；Fo漉一So％93　げ　Eκ8」乞sh　O塵ズ％s　ooJJ66’64　勿z　’h6　Aρρα㍍6h乞αn　〃oz6n・

翅ηs，1919，1921）とアパラチアわらべうた集（2冊）をシャープは生前に刊行してい

るが，それらは例によってそれまで出版されてきたイングランド民謡集と同じく一般

向けの歌集である（63）。たとえば，1％欝6ηSoη8s〃o窺孟hε、4ρ卿耽h宛η〃oκ蛎αゴn5

（Novello，［1921］）は当時の絵本わらべうた集と同様の体裁の作りになっており（挿

絵はEsther　B．Mackinnon）（641，歌詞や旋律をr補正」（つまり，収集されたままでは

なく他の版からの歌詞・旋律などを利用して修正することなど）してピアノ譜（シャ

ープ編曲）を付けたもので，序文や曲目解説はなく採集のデータ　（年月日，場所，歌

い手）等も付されていない。民謡以外ではフォーク・ダンスの記録があり，1909年以

来シリーズとして刊行してきた丁加Co観勿Pα縦6Boo々の第5部（Part5）はアパ

ラチアからのもので，カーピリーズとの共著で“The　Ruming　Set　from　Kentucky”

として1918年に出版された（65）。なお，1920年に刊行したイングランド民謡集の解説

において，アパラチアのヴァージョンの有無について言及するなど，成果を利用して

いる（66）。

　決定版民謡集のタイトルは『南アパラチア地方からのイングランド民謡集』である。

シャープの民謡集は，1904－9年のチャールズ・マーソンとの共編rサマセット民謡集

（Fol彦Soηgs〃o窺So彫ε7s6オ）』また1908年のH．E．D．ハモンド編『ドーセット民謡

集（Fo♂h－S餓gs〃o彫Z）o彫オ）』でも採集の地域は“of～”ではなく“from～”という

表現で示されていた（67）。明らかに，民謡を移動する物・記録可能な物として扱ってい

る態度がよく表れている。それだからこそ，「イングランド民謡」と呼ぶことに抵抗が

なかったのであろう。さもなければ，AπgJoマ4窺6ガoαnFo漉Soπgsげ漉6So観h67％

、4勿α耽h伽sとでもすべきであった。

　1932年の民謡集は，第1巻がすべてバラッドに充てられており，まず45編の「チャ

イルド・バラッド」をチャイルド番号順に，続いて27編のその他のバラッド（ブロー

ドサイド系など）が配列してある。第2巻は，ソング（135編），聖歌（5編），わらべ
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うた（27編），ジッグ（15編），プレイ・パーティ・ゲーム（20編）となっている。各

ヴァージョンには，チャイルドと同じく，アルファベットが付されており，多いもの

では11（Nos．28，44），12（No．13），13（Nos。7，10，12，18），14（No、5），16（No．

24），17（Nos、20，23），19（No．22），22（No．35），31（No．19）である。それぞれ

のヴァージョンには旋律を記録し，音階とモードの指定，歌い手の氏名（Mr．，Mrs．，

Missの敬称を付けて），採集地（州名・郡名およぴ多くは町村名も）と年月日が付され

ている（ごく少数だが子供たちの歌では氏名がないものがある）。ただし，キャンベル

の採集では，記録は年月までであったり，もう一方では歌詞のみのヴァージョンが3

ある（No．44F，No．207B，No．207C）。原則としてAヴァージョンは歌詞（おそらく

は全歌詞）が付けられているが，B以降では歌詞が一部（たいていは第1スタンザ）

だけのものは少なくなく，中には旋律のみのもの（No．19C，G，W，Z　l　No．22G）も

ある。しかし，旋律については詳しく同一のヴァージョンでもスタンザによる旋律の

相違が記録されている（No．20A，No．4A，B）。

　編集方針は一般の民謡集とは大きく異なって，そのまま収録するのが原則であった。

特に，歌詞についてはところどころに“（就）”を付したまま書き取っている。なお，

カーピリーズは，一般向けの歌集としての簡約版の編集に際しては率直に以下のよう

に言う。「旋律は採譜されたとおりに，変更を加えず，印刷されている。しかし，これ

と同じようにすべてのテクスト（歌詞）を取り扱うことはできなかった。というのは，

歌い手が我々に必ずしも完全な揃った形で歌詞を提供したとは限らないからだ。テキ

ストが不完全であったり難解（abstruse）であったりした場合には，他のヴァージョ

ンからの行（lines）や歌詞で補った。ある旋律を他の歌い手のテキストに結ぴ付けた

こともある。また，場合によっては，いろいろなヴァージョンから一つの編集版を作

らざるをえなかった。」（68》そして，どのヴァージョンからテキストを作ったのかとい

う編集作業を具体的にそれぞれの注で述べている。

5。おわりに

　バートランド・ハリス・ブ・ンソンは「もし他の記録がすべて破棄されたとしても，

これが20世紀初めの25年におけるイギリス系アメリカ民謡の損なわれていない伝承

状況を正しく代表する記録となるであろう」（69）と評価する。この言葉からは，チャイ

ルド・バラッドの旋律の集大成（70）に際して，シャープのアパラチア民謡集が主要な

出典となっていることを実感していたことが読み取れる。短期間に，特定の地域で，
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目的をしぼり，同一の方法を用いておこなったフィールドワークの調査報告であり，

成果の発表を初めから意図していた。多くの民謡集はここまで徹底していなので，

往々にして結果は均一性に乏しく信頼度も低かった。とくに旋律の記録について包括

的に調査をおこなったという点は評価が高い。単に旋律を集めた記録ではなく，一地

域の記録としての価値を認めたい。ことにシャープがイングランド民謡でこれに匹敵

する民謡集をそれまで出していなかったことを勘案すると（71），画期的な出版であっ

た。調査のみならず編集方法などについても後続する民謡集に対する影響はとても大

きい。大きかったからこそ，チャイルド・バラッドを中心に収集・編集する態度もあ

まり批判されることなく継承された。

　しかし，もう一方では，批判や不満が聞かれる。バラッド中心の限定されたレパー

トリーとか，器楽曲の無視などに加えて，イングランド中心の態度〔72），歌い手・地域

社会・他の地域文化に対する理解不足など，現代の観点からすると欠点はたくさんあ

る。シャープは文明に汚染される前に「アパラチア民謡の最良部分をすくい取っ

た」（73）のであって，このあとさらに調査を深化させることなく，次に計画していた調

査地はアパラチアではなくニューファンドランドであった（74）。アパラチアにはもう

用がなかったかのように。

　アメリカ側としては，アング・・サクソンの独自の文化が組織的に調査され明らか

にされたわけで，古めかしくみえる文化は工業化以前の文化であり，アパラチアの住

民は「同時代の我らの先祖（our　contemporary　ancestors）」（75）とされていた。この

人々が貧困の中で暮らすのは民主主義国家として容認しえないことであり，文化の価

値を重視するとともに社会生活の改良に援助を惜しまないという態度をとることにな

る。シャープはイギリス人であるから，彼らの生活改善に対してはたいして関心を向

けなかった（761。ただ民謡のテキスト化のみに目を向けたことが，シャープの成功であ

ったしまた限界でもあった。

・
王

、
悔
’

1．「採訪」という表現が好まれることがあるが，英語ではcollectingであるので「採集，収

集」としておく。

2．以上はMaud　Karpeles，C66πShαゆ’伍s　L舜伽4恥名た（Routledge＆Kegan　Pau1，

1967，pp，135，143）［以下Sh8η）と略記］；Cecil　Sharp，E麗g龍h　FoZ々Soη8s〃o窺∫h6

So躍hθ7η。4帥磁6h毎ηs，edited　by　Maud　Karpeles（Oxford　U．P，，1932，1960，pp．xxi－

xxii）［以下E∬S4と略記］l　Betty　N．Smith，力麗研厩s　Oθη勿」盈S初望7、4魏oη8

甜n86鴬（Univ．Pr．of　Kentucky，1998，p．67）による。以下，シャープの経歴と活動に関
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する事実関係については細部に至るまでいちいち出典を明記しないが，主としてSh4ゆに
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3．Karpeles，Shαゆ，pp．141，168；EF総五，p，xiL

4，Maud　Karpeles，Aπ1窺704％漉oη云o　EngJ∫sh　FoJたSoηg，revised　by　Peter　Kennedy
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5．この著書については拙稿「セシル・シャープの民謡観について」（『一橋論叢』88巻6

号，1983，pp．87－102）を参照。

6．Karpeles，S枷ゆ，p．109。

7．Ivan　Tribe，〃o％％如魏667／4解わo解召’Co％窺，ワ〃鰐比劾隔舘y’碧初乞α（Univ，Pr．of

Kentucky，1984），p．6．

8．Evelyn　Kendrick　Wells，Th6βα〃α4丁泥θ（Ronald　Press，1950），p。263，

9．以上の記述は，主にラングドンの手紙（未公刊）に基づいたWhisnant，・4〃Thα∫ム

Nα’」∂ε＆F2麗（pp．111－114）による。ただし，オリーヴの著書に基づいたSmith，力鰐

研6融G6η勿（pp．66－67）では，グレンには言及せず，オリーヴ自身がリーオ・ルイスや
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　ある。
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　翫卿砂33，pp．371－74（2Jan．1915）に発表している（Shapiro，、4ρ釦」α6h勿0％0雄ハ4∫η4，

P．333）。

11．Karpeles，S勉ゆ（p．130）では，なぜかこの1文以外に出会いに至るまでの経緯につい

　て言及していない。E臨ン4でも同じである。

12．Karpeles，Shαゆ，pp．130f．

13．Whisnant，op．cit．，p．113．この話もSh卿には書かれていない。

14．Henry　D．Shapiro，。4ρρ認αoh彪　0％　0躍　〃「劾ゴ’　7hθ　So観hθ■n　〃o寓n如碗s　αη4

　ハ40観！厩彫6欝ガn渉h6且窺θ万6α，¢Cons6ゴo％s麗∬，1870－1920（Univ．of　North　Carolina

　Pr．，1978），p．254．シャープ自身も“mine”という比喩を使っている（S肱ゆ，p、131）。

15．　Karpeles，Shαη），p．142．

16，　Ibid．，p，132．

17．　lbi（1．，p，141．

18．Whisnant，p．116。

19．　EjE∬且，P，xxii，

20．Karpeles，Shαゆ，p．149．

21．Charles　Morrow　Wilson，“Elizabethan　America”（、4磁雇6〃oπ哲h砂，144，Aug．1929），

　reprinted　in　W．K．McNei1，ed．，∠4伽耽h伽加㎎6s碗Fo漉僻4Poρ吻7C％」伽6，2nd

　ed，（Univ。of　Tennessee　Pr．，1995），pp．205－214．

22．John　Fox，Jr．，“The　Southem　Mountaineer”（S6励麗7奪〃1㎎膨％29，April－May

　1901），reprinted　in　McNeil，。4ρρ伽oh彪n加昭εs，p．123。
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23．Wh1snant，p．57．

24．　Sh召η），pp，145－6．

25・Cecil　J・Sharp，伽g♂乞sh　FoZ々Soηg’So耀Co％oJ㍑s∫o％s，4th　ed．，prepared　by　Maud

　Karpeles（Mercury　Books，1965），pp．133，150，

26．　E耶協，P．xxv、

27，Charles　K．Wolfe，7肋郷s66Sオ吻8s　r　Th召S渉oηノげCo観勿ノ〃％sゴoズn　Tθη郷s66

　（Univ．of　Tennessee　Pr．，1977），p．6．これとともに，重要な点であるが，約半数の歌はア
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　養地として栄えてきたところである（Whisnant，p．119）。

28．AlanJ．LemerandFrederickLoeweのミュージカル（1947）で，100年に1日だけこ

　の世に姿を現すという「桃源郷」のようなスコットランドの僻地の村に迷い込んだ2人の

　アメリカ人男性の物語。

29．Karpeles，1πケ04πo置め％≠oEη8」∫shFo盈Soη8・，p．98；ただし，Shαゆ（p．170）IE∬S五

　（p．xx）では蛇とエデンの園のたとえを使っていない。

30・Jean　Ritchie，S♂n4ng　Eα窺勿‘ゾオhθCz‘規δ6καη4s　（1955；Univ．Pr．of　Kentucky，

　1988），pp．73－74；Whisnant，p．95．

3L　Shαゆ，pp．165－6；Smith，力％κ姓s　O6n勿，pp、71－2，

32。この点については，Robert　A，Georges　and　Michael　O．Jones，P60ρ」召S伽め’η8P60ρ」6」

　ThεE％耀ηE’θ規θ鋸s初F∫ε」4ωo漉（Univ．ofCahfomiaPr．，1980，pp．58f）でも論じら

　れている。

33．　Shapiro，14ρ1）α」‘zoh毎0η0％7〃づn4，PP，310－40．

34・Jane　S．Becker（Sθ〃腕g　T名とz4魏on’且ρゆ‘z♂α6h彪‘znゴ渉h6Coηsケκ6顔oη6ゾ‘zη／1”z6万α魏

　Fo焼，1930－1940，Univ．of　North　Carolina　Pr．，1998）は写真（p．61）のキャプション
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　ているが，彼女はカーピリーズである（Karpeles，S伽ゆ，facing　p．133およびSmith，ヵ麗

　研幼s　O6n御に掲載された同一の写真を参照）。

35．　Karpeles，S勉ηり，p．154；

36．Smith，力麗研6hs　O6％め7，p．73．シャープなどがイングランド民謡の収集に際して積極
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　なった録音は・4π飾％7漉’h　C66∬Shαゆαη4・4sh勿H％‘6h加8s（Dambuster　DAM　O14，
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　1986）［LP］およぴAshley　Hutchings，Rα’渉」εδo％＆Plo㎎勿α6h（19761BGOCD353，

　1997）［CD］に若干収められている。

37．Smith，力n6Efo々s　O6π勿，pp，4，71，83．たった1曲（“Jacob7s　Ladder”）のみE∬S質
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38．Terry　Miller，Eo漉〃％sげ6彪A耀腕召’、41～碗名8n6ε0観48（Garland，1986），p．104，

39．George　Pullen　Jackson，四h舵5ρ魏孟襯Js初オhεSo躍hθ吻乙弼αη4s（19331rpt，Dover，
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　〃o観磁ns（New　World80294－2，1977，1994）［増補改訂してAlan　Lomax，So％’h6規

　10躍η砂，∂砿4’β名ε∫h紹η，晩班66♂、498初（Rounder　CD1704，1997）］，映像（ビデオ）

　としてはChαsθ∫hε06∂π』R8♂憩ガo麗sル伽sあρプオh6・4勿α’α6h宛ηs（Shanachie1208，
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　Ooh6％（Shanachie1404，1996）などを参照されたい。
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44．Vance　Randolph，1～oJJ〃セズn　｝石o％γ、4㎜s　r‘‘U勿ガπ如δ」θ”0昭沈EoZ海soηgs伽4
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45．0麗Hz‘n4解4En8Zガsh　Fo漉son8ε（19161rpt．Dover，1975），p．xiv．
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49．D．K．Wilgus，∠4ngJo・肋2伽醐Fo漉soη8S6んoJ薦hゆS耽¢ヱ898（Rutgers　U，P．，
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　mer（ed）dulcimerではない。CharlesSeeger，“TheAppalachianDulcimer”（S伽漉6s劾

　〃欝記oJogy　1935－1975，Univ．of　California　Pr．，1977，pp．252－272）；Charles　Joyner，
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　Soηg5陀鴬げ八リガh　C酩o伽ααη4W顧勉α（Smithsonian　Folkways　SF　CD40079，1998）

　［CD］，白人のバンジョー演奏はたくさんあるが初期録音のものとしてDock　Boggs，

　Co祝n耽y　Bh‘θs　J　Co窺ゆ」6♂θEαγ砂R660名ゴ初8s（1927－29）（Revenant205，1997）［CD］を

　挙げておく。

59．この書名は誤ってEη8趣hFo漉Soηgsゲ∫h6So厩hε彫、4ρ卿耽hJ朋sとされることがあ

　る（Whisnant，pp．106，117，269，292；ただしp，295（n．53）では正しく“from”）。

60．正確に言うと，採集者シャープ，編者カーピリーズであり，しばしばカーピリーズの編

　書として引用されることがあるが，本の背文字にはシャープの名前のみが示されている。

　キャンベルの名前は削除されてはいないが，単なる資料提供者として表題紙に挙げられて

　いるにすぎない。

61．ただし1966年の増刷版のジャケットではFolk－Songsとハイフンが入っている。

62．Eむ吻E銘g傭h　Eo漉Soη8εルo窺ごhθSo％！hθ魏、4ヵ卯♂α6h勿郷（MIT　Press，1968）．これ

　にはベンジャミン・ブリテン（Benjamin　Britten）によるピアノ伴奏の見本（4曲）が付

　けられている。

63．さらに，死後出版されたものとしては，イモジェン・ホールストおよぴヴォーン・ウィ

　リアムズがピアノ伴奏を付けた歌集（それぞれ1937年と1967年）がある（Sharp　and

　Karpeles，E忽h砂　Eη8あsh　Eo疏Soη8s，PP．101－102）。

64．シルエットによる挿絵であり，特にアパラチアの風物を思い起こさせる絵はなく，むし

　ろヴィクトリア朝のイングランドが背景になっているようである。表紙に，ごく一般的な

　山の風景が小さく描かれているが，前面の大きめの挿絵はアップライト・ピアノに座って

　いる小綺麗に髪を刈り上げた女の子である。

65．以上のシャープの書誌についてはKarpeles，S勉ゆ，pp．201－207を参照。

66．Cecil　J．Sharp，E％g傭h　Eo漉So冗gs，Selected　Edition（2vols．，1920；one－volume　ed．，

　1959，Novello）．これは採集旅行直前にアメリカで出版した0ηεπ観ぬ24En4sh　FoJ々一

　soηgs（Boston：Oliver　Ditson，1916）の改訂増補版であり，アパラチア民謡（あるいは，

　アパラチア・ヴァージョン）そのものは加えられていないが，該当する歌の解説には

　“This　ballad　is　freely　and　traditionally　sung　in　America，where　I　have　taken　it　down

　no　less　than　thirteen　times”（p．xvii）などの新情報が追加されている。

67。ただし，シャープはr（イングランド）西部民謡集（30ηgsσ！h6勉s≠）』（Methuen，

　1905）にも関係しているが，こ．れはもともとベアリング・グールド等の本の改訂版でシャ

　ープは編曲のみを担当。カーピリーズ自身の編著も同様にFo漉SOη9Sノ知彫！囎卿観払

　」伽4（Faber，1971）との表題を用いている（Englishの文字：がないことにも注目）。また，
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　シャープ以外でも地域別民謡集の場合は“from～”はかなり使われている。

68．Sharp　and　Karpeles，Eむh砂Eη8傭h　Fo疏So箆8s，p．101．

69、Bertran〔lHarrisBronson，Thεβα磁4αs　Soη8（Univ．ofCalifomiaPr．，1969），p．249．

70、Bertran（1Harris　Bronson，Th6　丁名α4髭ガoηαJ　T卿z6ε（ゾ　∫h6Ch〃ゴβα磁4s，4vols，

　（Princeton　U．P．，1959－1972）．これには簡約版Th6S♂ng♂ηg　T観4痂oηげCh♂」薦Po卿」α7

　B4♂如4s（Princeton　U．P．，1976）もある。

71．しかもMaudKarpeles，ed．，C6観S加ゆ奪CoJJ6漉oηの出版は1974年まで待たなくて

　はならない（この簡約版にMaudKarpeles，ed．，7物Cηs如Z5♪吻8’Eng漉hEo疏Songε

　Co〃6¢64勿C66〃Shαゆ，Oxford　U．P．，1975がある）。

72．一般にはスコッチ・アイリッシュ（多くは長老派）が中心だといわれている地域でのイ

　ングランド民謡の採集であることを念頭に置く必要がある。その意味からするとイングラ

　ンド・ナショナリズムが見え隠れしてくる。ただし，「イングランド民謡」と題しているに

　もかかわらず，一般にはイングランド民謡集とはみなされていないようだ。たとえば，

　James　Porter，丁加丁観4∫∫∫o％」〃％s’6（ヅβ痂α初αη4〃θ」αη4（Garland，1989）なるイギ

　リス伝承音楽（二民俗音楽）の詳しい書誌があるが，ここには他の一般向けイングランド

　民謡集は収録されているのに肝心の学術的なこの民謡集本体は項目になく，シャープの序

　文のみがイングランドとスコットランド低地地方の歌い手と歌との比較がなされていると

　いう理由で「文献」に含まれている（No．865）。

73．Wilgus，z4曜〇一耀ガo伽Fol々so箆8SohoJ硲⑳，p，17L

74．Karpeles（FoJ々Soπgsルo規1〉6蜘観4Zαπ4，p．13）によると，1918年アパラチア旅行

　のすぐあとに計画したが，資金不足で中止。1925年に予定された計画は準備をしたが，

　1924年6月にシャープの死で中断。カーピリーズはようやく独力で1929－30年に採集旅

　行をおこなうが，シャープほど採譜は上手にできないし，考えていたほど「（民謡の）処女

　地」でもなかった，という。

75．William　Goodell　Frost，“Our　Contemporary　Ancestors　in　the　Southem　Mountains”

　（1889），reprinted　in　McNeil，、4砂吻6h加加αg6s，pp．91－106．

76．Cf．Becker，Sθ！伽8丁昭魏foη（特にpp．60－61），およびWhisnant，Shapiroなどを参

　照。




